
「
香
り
引
き
立
つ
手
も
み
の
お
茶
」

香
り
の
丘
茶
ピ
ア



申
告
期
間
は

２
月
16
日
(金)
〜
３
月
15
日
(木)
で
す

〜
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
〜

平
成
18
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
平
成
19
年
度
分
の
市
県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り

ま
す
。
申
告
に
必
要
な
帳
簿
や
伝
票
な
ど
の
整
理
は
、
済
み
ま
し
た
か
。

申
告
会
場
で
は
、
皆
さ
ん
が
自
分
で
申
告
書
を
作
成
で
き
る
よ
う
、
職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。
お
早
め
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
申
告
書
は
郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
は
、
前
年
１
年
間

（
１
月
か
ら
12
月
）
に
得
た
所
得
の

総
決
算
と
し
て
、
自
分
で
所
得
金

額
と
税
額
を
計
算
し
、
精
算
す
る

た
め
に
行
う
申
告
納
税
制
度
で
す
。

期
間
中
に
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
な

ど
を
書
く
こ
と
は
、
難
し
い
と
考

え
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

「
確
定
申
告
書
の
手
引
き
」
や
「
収

支
内
訳
書
の
書
き
方
」
な
ど
を
参

考
に
記
入
す
れ
ば
、
簡
単
に
作
成

で
き
ま
す
。

申
告
書
は
自
分
で

記
入
し
ま
し
ょ
う

2

確
定
申
告
（
所
得
税
な
ど
）

磐
田
税
務
署
　
2
３
２
―

６
１
１
１
　

〒
４
３
８
―
８
７
１
１
　
磐
田
市
中
泉
１
１
２
―
４

市
県
民
税
　
袋
井
市
役
所
税
務
課

2
４
４
―

３
１
０
９

〒
４
３
７
―
８
６
６
６
　
袋
井
市
新
屋
１
―

１
―

１

問� 問�
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パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.nta.go.jp

）
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
画
面

の
指
示
に
従
っ
て
必
要
項
目
を
入

力
す
れ
ば
、
簡
単
に
確
定
申
告
書

が
作
成
で
き
ま
す
。
ご
家
族
の
方

で
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
、

是
非
協
力
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

作
成
し
た
申
告
書
は
、
プ
リ
ン

タ
ー
で
印
刷
し
て
、
添
付
書
類
と

と
も
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
で
も
可
）。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も

簡
単
に
入
力
で
き
ま
す
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添
付
す
る
書
類
や
記
入
漏
れ
が

な
い
か
、
提
出
前
に
も
う
一
度
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

◇
源
泉
徴
収
票
（
給
与
や
公
的
年

金
な
ど
の
収
入
が
あ
る
方
）

◇
証
明
書
（
寄
付
金
控
除
・
社
会

保
険
料
控
除
・
生
命
保
険
料
控

除
・
損
害
保
険
料
控
除
な
ど
）

◇
認
め
印

◇
領
収
書
及
び
明
細
書
（
医
療
費

控
除
・
雑
損
控
除
）
な
ど

◇
振
り
込
み
先
（
還
付
申
告
を
す

る
方
）

◇
収
支
内
訳
書
（
営
業
所
得
・
農

業
所
得
・
不
動
産
所
得
の
あ
る

白
色
申
告
の
方
）

◇
青
色
申
告
決
算
書
（
青
色
申
告

の
方
）

確
定
申
告
書
は
、
郵
送
で
も
提

出
で
き
ま
す
。
記
載
事
項
や
添
付

書
類
に
誤
り
が
な
い
か
を
確
認
し
、

確
定
申
告
書
の
控
え
を
保
管
の
う

え
、
磐
田
税
務
署
ま
で
お
早
め
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
場
合
に
は
、
消
印
日
が

申
告
書
の
提
出
日
と
な
り
、
２
月

16
日
(金)
か
ら
３
月
15
日
(木)
ま
で
の

消
印
が
、
期
限
内
申
告
と
な
り
ま

す
。

〈
確
定
申
告
書
送
付
先
〉

〒
４
３
８-

８
７
１
１
　

磐
田
市
中
泉
１
１
２-

４

磐
田
税
務
署

申
告
内
容
に
よ
っ
て
会
場
が
異

な
り
ま
す
。
申
告
す
る
内
容
を
下

の
表
に
当
て
は
め
て
会
場
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

会
場
を
間
違
え
る
と
申
告
書
作

成
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

磐
田
税
務
署
申
告
記
載
会
場

「
磐
田
市
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
」

（
左
地
図
参
照
）
で
は
、
市
内
申
告

記
載
会
場
と
同
様
に
税
務
署
職
員

が
申
告
書
の
作
成
、
記
入
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
ア

ド
バ
イ
ス
に
従
い
、
自
分
で
申
告

書
な
ど
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

毎
年
、
市
内
申
告
記
載
会
場

（
５
ペ
ー
ジ
の
市
内
申
告
記
載
会
場

一
覧
表
を
参
照
）
は
、
大
変
混
み

合
い
ま
す
。
待
ち
時
間
を
短
縮
す

る
た
め
、
申
告
書
は
自
分
で
申
告

書
に
記
入
す
る
自
書
申
告
に
変
わ

り
ま
す
。
開
場
時
間
も
「
午
前
９

時
」
か
ら
に
な
り
、
受
付
の
番
号

札
の
配
布
は
行
い
ま
せ
ん
。

市
内
申
告
記
載
会
場
で
は
、
職

必
要
書
類
や
記
入
箇
所
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

市
内
申
告
記
載
会
場
で
の

受
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す

申
告
記
載
会
場
は

お
間
違
え
な
く

員
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
が
、

申
告
書
の
確
認
（
検
算
）
は
行
い

ま
せ
ん
。
提
出
さ
れ
た
申
告
書
に

計
算
誤
り
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、

後
日
磐
田
税
務
署
か
ら
連
絡
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
宅
や
職
場
で
作
成
し
た
確
定

申
告
書
は
、
磐
田
税
務
署
や
市
内

申
告
記
載
会
場
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

確
定
申
告
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
磐
田
税
務
署
へ
お
願
い
し

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

磐
田
税
務
署

2
３
２
―
６
１
１
１
　

郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す

あなたの申告記載会場を確認しましょう

給与・年金・一時所得（保険の満期など）・シルバー人材センターからの配当金のみの申告ですか？

※市県民税の申告をする方は、市内申告記載会場へお越しください。
※医療費控除の申告をする方は、当てはまった会場で申告してください。
※すべて記入してある申告書は、どちらの会場でも提出できます。

市内申告記載会場または、
磐田市文化振興センター

いいえ

磐田市文化振興センター

住宅借入金特別控除の申告をしますか？

はい

営業・農業・不動産収入がある方、
土地や建物・株式を売った方、株
式の配当収入の申告をする方

はい

いいえ



所
得
が
な
い
方
で
も
市
県

民
税
の
申
告
を
し
ま
し
ょ

う
。
市
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険

税
の
算
定
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
中
に
所
得
が
な
か
っ

た
方
も
、「
所
得
が
な
か
っ
た
こ
と
」

を
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
郵
送

可
）。

〈
市
県
民
税
申
告
書
提
出
先
〉

〒
４
３
７-

８
６
６
６
　

袋
井
市
役
所
税
務
課
市
民
税
係

所
得
が
な
く
て
も
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
す
か
。

私
は
給
料
の
ほ
か
に
農
業

所
得
が
あ
り
、
毎
年
市
役

所
の
会
場
で
確
定
申
告
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
ど
こ
の
会
場

で
申
告
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

給
与
や
年
金
所
得
以
外
の

方
は
、
磐
田
税
務
署
申
告

記
載
会
場
「
磐
田
市
文
化
振
興
セ

ン
タ
ー
」
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

す
べ
て
記
入
し
て
あ
る
申
告
書
の

提
出
は
、
市
内
申
告
記
載
会
場
で

も
で
き
ま
す
。

私
は
年
金
収
入
だ
け
で
す

が
、
昨
年
ま
で
市
役
所
の

申
告
記
載
会
場
で
確
定
申
告
書
を

税
務
課
職
員
に
作
成
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。
今
年
は
作
成
し
て

も
ら
え
な
い
の
で
す
か
。

今
年
か
ら
自
分
で
申
告
の

手
引
き
な
ど
を
参
考
に
申

告
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
申
告
記
載
会
場

で
は
、
職
員
が
申
告
書
の
作
成
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

申
告
書
の

作
成
・
記
入

の
仕
方
を
覚

え
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
次

回
の
申
告
か

ら
自
宅
で
作
成
し
、
郵
送
で
提
出

で
き
ま
す
。
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医
療
費
控
除
の
申
告
に
つ
い
て

〈
高
額
療
養
費
の
申
請
を
先
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
〉

高
額
療
養
費
支
給
の
対
象
に
な
る
方
は
、
事
前
に

高
額
療
養
費
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
市
役
所

１
階
市
民
課
国
保
年
金
係
ま
た
は
、
支
所
１
階
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
係
で
申
請
の
際
、
領
収
書
を
確
認

し
て
原
本
を
お
返
し
し
ま
す
。

平
成
18
年
12
月
診
療
分
が
高
額
療
養
費
に
当
て
は

ま
る
方
に
は
、
２
月
下
旬
に
市
民
課
国
保
年
金
係
か

ら
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
勤
務
先
で
高

額
療
養
費
の
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
領
収
書
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
〉

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
を
利
用
し
た
方
は
、
領
収

書
を
発
行
し
た
病
院
や
施
設
な
ど
で
医
療
費
控
除
に

該
当
す
る
金
額
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
領
収
書
を
集
計
し
ま
し
ょ
う
〉

医
療
費
控
除
の
申
告
を
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め

医
療
費
の
領
収
書
を
集
計
し
、
明
細
書
を
作
成
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

明
細
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
た
ら
、
領
収
書
を

明
細
書
に
は
る
か
、
封
筒
に
入
れ
、
申
告
書
と
一
緒

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
の
際
に
提
出
す
る
の

は
、
領
収
書
の
原
本
で
す
。
領
収
書
が
必
要
な
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

明
細
書
は
、
市
役
所
２
階
税
務
課
市
民
税
係
ま
た

は
、
支
所
１
階
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
係
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

↓
「
各
種
様
式
（
明
細
書
・
計
算
明
細
書
等
）」
か
ら

用
紙
の
印
刷
が
で
き
ま
す
。

市
内
の
申
告
記
載
会
場
で
は
、

提
出
さ
れ
た
確
定
申
告
書
の
控
え

に
、
受
付
印
を
押
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

受
付
印
が
必
要
な
方
は
、
磐
田

市
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、

磐
田
税
務
署
に
申
告
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
磐
田
税
務
署
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

磐
田
税
務
署

2
３
２
―
６
１
１
１

確
定
申
告
書
の
控
え
に

受
付
印
が
必
要
な
方

【
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
】

①
自
営
業
の
方
、
不
動
産
収
入
の
あ

る
方
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方

②
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る
方
（
所

得
税
と
違
い
、
給
与
以
外
の
所
得

が
20
万
円
以
下
で
も
申
告
が
必

要
で
す
）

※
所
得
税
の
申
告
を
し
た
方
や
給
与

所
得
の
み
の
方
で
年
末
調
整
が
済

ん
で
い
る
方
は
、
市
県
民
税
の
申

告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

申
告
は
、
ど
ん
な
人
が
し

な
く
て
は
い
け
な
い
の
で

す
か
？

次
の
方
は
申
告
が
必
要
で

す
。

【
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
方
】

①
農
業
や
自
営
業
な
ど
事
業
を
し

て
い
る
方
、
不
動
産
を
貸
し
て

収
入
の
あ
る
方
、
土
地
や
建
物

を
売
っ
た
方
な
ど
で
、
平
成
18

年
中
の
所
得
合
計
額
が
、
基
礎

控
除
額
や
配
偶
者
控
除
額
な
ど

の
控
除
合
計
額
よ
り
多
い
方

②
平
成
18
年
中
の
給
与
収
入
が
２，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
方

③
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
方

④
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を

超
え
る
方

⑤
給
与
所
得
が
あ
り
、
年
末
調
整

を
受
け
な
か
っ
た
方

確
定
申
告
Ｑ
＆
Ａ



国
民
年
金
・
国
民
年
金
基

金
を
納
め
て
い
る
方

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
方
で

「
６
か
月
以
上
寝
た
き
り
」

ま
た
は
「
認
知
症
」
で
あ
る
と
介

護
保
険
主
治
医
意
見
書
で
確
認
で

き
る
方
に
認
定
書
を
発
行
し
ま
す
。

◇
詳
し
く
は
、
市
役
所
１
階
い
き
い
き
長
寿
課
長
寿

福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
き
い
き
長
寿
課
長
寿
福
祉
係
　

2
４
４
―
３
１
２
１

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
確
認
書
　

◇
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方
に
市
役
所
や
支
所
で

申
告
に
使
う
確
認
書
を
発
行
し
ま
す
。

対
象
　
①
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２

年
目
以
降
の
方
②
平
成
18
年
中
に
作
成
し
た
介
護
保

険
主
治
医
意
見
書
の
日
常
生
活
自
立
度
が
「
Ｂ
１
」

「
Ｂ
２
」「
Ｃ
１
」「
Ｃ
２
」
の
い
ず
れ
か
で
、
尿
失
禁

の
可
能
性
が
あ
る
方
（「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」
に

記
入
さ
れ
て
い
る
「
認
定
の
有
効
期
間
」
が
平
成
17

年
１
月
か
ら
２
年
間
の
方
は
平
成
17
年
中
に
作
成
し

た
意
見
書
）

◇
詳
し
く
は
、
市
役
所
１
階
い
き
い
き
長
寿
課
介
護
保

険
係
、
支
所
１
階
福
祉
課
福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

い
き
い
き
長
寿
課
介
護
保
険
係
　

2
４
４
―
３
１
５
２

福
祉
課
福
祉
係
　
2
２
３
―
９
２
１
３

◇
初
め
て
、
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
の
申
告
を
す
る

方
は
、
医
師
に
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
の
交
付
を

受
け
て
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問�
申�

問�
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平
成
17
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
が
必
要

に
な
り
ま
し
た
。
証
明
書
に
つ
い

て
は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
は
、
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
基
礎
年

申告記載会場にご注意ください

＜磐田税務署申告記載会場「磐田市文化振興センター」＞
日　2月16日(金)～3月15日(木)※
受付時間 午前9時～午後5時
※医療費控除などの還付申告をする方は、2月6日(火)から「磐田市文化振興セン
ター」で受け付けます。

受付時間
▽午前の部…午前9時～11時
▽午後の部…午後1時～3時30分
◇受付番号札は配布しません。
◇会場が混雑した場合、入場制
限をする場合がありますので、
ご了承ください。

・市内申告記載会場は、市県民
税申告と給与、年金(株式の配
当、住宅借入金等特別控除の
申告をする方を除く)の確定申
告書を自分で記入する方の会
場です。

・営業、農業、不動産、譲渡所
得(株・先物・土地建物の売却)
や株式の配当、住宅借入金等
特別控除、青色申告、消費税、
贈与税の申告をする方は、磐
田市文化振興センターで申告
してください。

＜市内申告記載会場一覧表＞

金
番
号
が
必
要
で
す
。

〈
社
会
保
険
料
控
除
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
〉

一
般
電
話
回
線
専
用

2
０
５
７
０
―
０
０
―
９
９
１
１

Ｉ
Ｐ
電
話
回
線
専
用

2
０
４
５
―
３
２
６
―
１
８
４
０

本紙1月15日号折り込み

カレンダーの日程に誤り

がありました。

お詫びして訂正します。
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市
民
が
安
全
に
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
土
地
利
用
の
推
進

東
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
強

い
都
市
基
盤
を
備
え
、
市
民
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
は
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

で
あ
り
、
最
も
優
先
す
べ
き
課
題
の
一

つ
で
す
。

風
水
害
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に

強
く
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
土
地
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

市
の
国
土
利
用
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

市
で
は
、
市
内
の
土
地
が
長
期
に
わ
た
り
、
適
正
か
つ
安
定
し
て
利
用
さ

れ
る
た
め
に
「
国
土
利
用
計
画
袋
井
市
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
県
の
国
土
利
用
計
画
を
基
本
に
、
袋
井
市
総
合
計
画
基
本

構
想
に
即
し
て
策
定
し
た
も
の
で
、
袋
井
市
の
土
地
利
用
に
関
す
る
す
べ

て
の
計
画
の
基
本
と
な
り
ま
す
。
計
画
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

都
市
計
画
課
計
画
係
　
2
４
４
―

３
１
２
２

自
然
環
境
や
歴
史
、
風
土
を
生
か

し
た
個
性
あ
る
土
地
利
用
の
推
進

広
大
な
田
園
風
景
、
小
笠
山
丘
陵
地
、

浅
羽
海
岸
な
ど
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

や
遠
州
三
山
、
旧
東
海
道
松
並
木
な
ど

の
歴
史
的
、
文
化
的
資
源
は
、
ゆ
と
り

と
や
す
ら
ぎ
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、

市
民
の
誇
り
と
郷
土
愛
を
は
ぐ
く
む
大

切
な
要
素
で
す
。

こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
市
民
の
共
有

財
産
と
し
て
後
世
に
引
き
継
ぐ
と
と
も

に
、
交
流
の
場
と
し
て
生
か
す
な
ど
、

地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
が
持
て
る
土
地

利
用
を
推
進
し
ま
す
。

土
地
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
公
共
の

福
祉
を
優
先
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
然

環
境
、
歴
史
、
文
化
、
経
済
な
ど
の
地

域
特
性
に
配
慮
し
な
が
ら
、
安
全
で
快

適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
市
域
全
体
の

魅
力
あ
る
環
境
づ
く
り
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
次
の
５
つ
に
重
点
を
お
い
て
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

土
地
利
用
の
５
つ
の
基
本
方
針

１

２

国
土
利
用
計
画
と
は

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
い
て
、
総

合
的
・
計
画
的
な
国
土
の
利
用
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
・
都
道
府

県
・
市
町
村
ご
と
に
策
定
さ
れ
る
計
画

で
す
。

地
域
内
の
土
地
の
利
用
計
画
な
ど
、

土
地
の
利
用
に
関
す
る
必
要
な
事
項
に

つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

袋
井
市
の
国
土
利
用
計
画
は
、
平
成

18
年
12
月
市
議
会
に
お
い
て
議
決
さ

れ
、
12
月
27
日
に
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
基
準
年
次
は
平
成
16
年
、
目

標
年
次
は
平
成
27
年
で
、
計
画
の
前
提

と
な
る
平
成
27
年
に
お
い
て
、
人
口
８

８，
１
０
０
人
、
世
帯
数
３
０，
９
０
０

世
帯
と
想
定
し
て
い
ま
す
。



◎ 市の国土利用計画を策定しました
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市
域
の
土
地
に
お
け
る
自
然
的
、
社

会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
諸
条
件
な
ど

を
考
慮
し
て
、
次
の
５
つ
の
地
域
区
分

に
設
定
し
ま
す
（
下
図
参
照
）。

１
北
部
地
域
（
三
川
地
区
、
今
井
地
区
、

山
名
地
区
）

◇
優
良
農
用
地
の
保
全
と
集
落
地
域
の

生
活
環
境
の
改
善
に
よ
り
、
潤
い
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
地
域
環
境
の
保
持

に
努
め
、
市
北
部
の
都
市
拠
点
と
な
る

市
街
地
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

◇
地
域
の
東
部
と
西
部
の
丘
陵
部
は
、

自
然
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
し
な
が

ら
、
立
地
特
性
や
地
域
資
源
を
活
用

し
、
新
た
な
地
域
活
力
を
創
造
す
る
た

め
の
土
地
利
用
を
展
開
し
ま
す
。

２
中
央
北
地
域
（
袋
井
北
地
区
、
袋
井

東
地
区
、
袋
井
西
地
区
）

◇
既
成
市
街
地
の
住
環
境
の
向
上
と
現

在
進
め
て
い
る
住
宅
地
の
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
恵
ま
れ
た
交
通

条
件
な
ど
を
生
か
し
た
産
業
集
積
や

都
市
拠
点
と
し
て
の
公
共
、
交
流
、

商
業
機
能
の
集
積
と
充
実
を
計
画
的

に
誘
導
し
ま
す
。

◇
市
街
地
周
辺
の
一
団
の
優
良
農
用
地

を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
地
域
北
東

部
の
丘
陵
地
帯
は
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
や
や
す
ら
ぎ
空
間
と
し
て
の
土

地
利
用
を
図
り
ま
す
。

３
中
央
地
域
（
袋
井
南
地
区
、
高
南
地
区
）

◇
市
の
玄
関
口
と
し
て
Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
・

愛
野
駅
周
辺
の
拠
点
地
区
の
都
市
機

特集

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
多
様
な
交
流
拠

点
の
形
成
と
こ
れ
ら
が
連
携
し
た

土
地
利
用
の
推
進

各
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
多
様
な

交
流
拠
点
の
形
成
と
こ
れ
ら
の
効
果
的

な
連
携
は
、
産
業
・
情
報
・
文
化
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
な
ど
の
集
積
を
促

進
し
、
個
性
あ
る
地
域
を
創
出
し
ま
す
。

上
山
梨
地
区
、
Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
周
辺
地

区
、
Ｊ
Ｒ
愛
野
駅
周
辺
地
区
、
浅
羽
支

所
周
辺
地
区
の
四
つ
の
都
市
拠
点
の
形

成
と
都
市
機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
各
拠
点
を
結
ぶ
継
続
的
な
基
盤
整

備
を
推
進
す
る
な
ど
、
だ
れ
も
が
快
適

に
活
動
で
き
る
多
機
能
都
市
の
創
造
に

向
け
た
土
地
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

広
域
的
、
長
期
的
視
点
か
ら
の
均

衡
あ
る
土
地
利
用
の
推
進

都
市
間
の
連
携
を
強
化
す
る
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
は
じ
め
、
浅
羽

海
岸
、
小
笠
山
な
ど
の
景
観
の
保
全
と

活
用
、
治
水
・
防
災
対
策
に
お
け
る
連

携
な
ど
、
地
域
資
源
を
互
い
に
生
か
し
、

補
完
し
合
え
る
よ
う
に
広
域
的
で
長
期

的
な
視
点
か
ら
と
ら
え
た
均
衡
あ
る
土

地
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

秩
序
あ
る
土
地
利
用
の
推
進

地
域
住
民
と
の
合
意
形
成
に
基
づ
く

土
地
利
用
や
建
築
物
の
規
制
・
誘
導
を

図
る
な
ど
、
地
域
や
市
民
と
一
体
と
な

っ
て
、
秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
推
進
し

ま
す
。

利
用
を
展
開
し
ま
す
。

◇
小
笠
山
丘
陵
は
、
水
源
か
ん
養
な
ど

の
森
林
機
能
の
保
全
や
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
、
憩
い
の
空
間
と
し
て
の
土

地
利
用
を
図
り
ま
す
。

５
南
部
地
域
（
浅
羽
東
地
区
、
浅
羽
南

地
区
）

◇
優
良
農
用
地
を
保
全
し
、
集
落
地
と

一
体
と
な
っ
た
ゆ
と
り
あ
る
田
園
地

域
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

◇
国
道
１
５
０
号
沿
線
は
、
周
辺
都
市

と
の
連
携
の
も
と
、
立
地
特
性
を
生

か
し
た
土
地
利
用
を
展
開
し
ま
す
。

◇
浅
羽
海
岸
一
帯
は
、
自
然
海
岸
の
保

全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
低
未
利
用

地
は
、
新
た
な
地
域
活
力
を
創
造
し

て
い
く
た
め
の
土
地
利
用
を
展
開
し

ま
す
。

能
を
充
実
し
、
人
に
や
さ
し
い
都
市

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、
市
の
南
部
地
域
へ
の
玄
関
口
と

し
て
、
袋
井
駅
南
地
区
の
市
街
地
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

◇
小
笠
山
総
合
運
動
公
園
や
そ
の
周
辺
の

自
然
環
境
と
調
和
し
た
健
康
・
交
流
拠

点
と
し
て
の
土
地
利
用
を
図
り
ま
す
。

４
中
央
南
地
域
（
笠
原
地
区
、
浅
羽
北

地
区
、
浅
羽
西
地
区
）

◇
優
良
農
用
地
の
保
全
と
集
落
地
域
の

生
活
環
境
の
改
善
に
よ
り
、
潤
い
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
地
域
環
境
の
保
持

に
努
め
、
市
南
部
の
都
市
拠
点
と
な
る

市
街
地
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

◇
地
域
東
部
の
丘
陵
部
は
、
自
然
環
境

と
の
調
和
に
配
慮
し
、
新
た
な
産
業

活
力
を
創
造
し
て
い
く
た
め
の
土
地

５
つ
の
地
域
区
分

５ ４ ３

【地域区分図】



〈
水
路
〉

農
業
用
用
排
水
路
の
維
持
と
整
備
の

た
め
、「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
に

基
づ
き
、
効
果
的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

⑤
道
路

市
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
や
活
力

あ
る
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
主
要

幹
線
道
路
と
幹
線
道
路
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

⑥
宅
地

〈
住
宅
地
〉

道
路
や
公
園
な
ど
の
生
活
関
連
施
設

の
確
保
と
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
良
好

な
街
並
み
形
成
と
環
境
づ
く
り
を
促
進

し
、
良
好
な
美
し
い
住
宅
地
の
形
成
を

進
め
ま
す
。

〈
工
業
用
地
〉

地
域
産
業
の
活
性
化
と
魅
力
あ
る
雇

用
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
優
良
企
業

の
誘
致
と
住
居
系
用
途
地
域
内
の
既
存

工
場
の
集
団
化
な
ど
に
必
要
な
用
地
を

計
画
的
に
確
保
し
ま
す
。

周
辺
の
自
然
環
境
や
生
活
環
境
に
配

慮
し
な
が
ら
、
産
業
構
造
の
変
化
な
ど

に
対
応
し
た
工
業
用
地
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

〈
そ
の
他
の
宅
地
〉

事
務
所
、
店
舗
な
ど
の
商
業
・
業
務
施

設
用
地
は
、
交
通
体
系
の
整
備
、
既
成
市

街
地
の
再
整
備
や
周
辺
の
土
地
利
用
と

の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
や
商
業
・
業
務
機
能
の
集
積
の
た
め
の

用
地
を
計
画
的
に
確
保
し
ま
す
。

⑦
そ
の
他

文
教
・
厚
生
施
設
や
公
園
・
緑
地
な
ど

の
公
共
・
公
益
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
は
、
市
民
の
交
流

と
健
康
な
人
づ
く
り
を
支
え
る
施
設
と

し
て
、
計
画
的
に
用
地
を
確
保
し
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
な
ど
の
低
未
利
用
地
は
、

地
域
の
状
況
に
応
じ
た
有
効
利
用
を
促

進
し
ま
す
。

治
水
対
策
と
し
て
の
遊
水
池
の
設
置

は
、
総
合
的
な
治
水
計
画
に
基
づ
き
計

画
的
に
整
備
し
ま
す
。

浅
羽
海
岸
は
、
広
域
連
携
の
も
と
で

官
民
協
力
し
て
美
し
い
海
浜
景
観
を
保

全
し
ま
す
。

①
〜
⑦
の
土
地
利
用
区
分
の
ほ
か
に
、

市
域
内
に
次
の
ア
〜
ス
に
挙
げ
た
13
ゾ

ー
ン
を
設
定
し
ま
す
。
安
全
で
快
適
な

生
活
環
境
の
確
保
と
市
域
全
体
の
魅
力

あ
る
環
境
づ
く
り
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

努
め
ま
す
。

ア
い
き
い
き
農
業
・
農
村
ゾ
ー
ン

弁
財
天
川
や
太
田
川
、
敷
地
川
沿
い

な
ど
の
水
田
地
帯
、
笠
原
、
袋
井
南
、

山
名
、
袋
井
東
、
浅
羽
北
地
区
の
一

団
の
農
用
地
及
び
集
落
地

イ
に
ぎ
わ
い
新
都
心
交
流
ゾ
ー
ン

Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
周
辺
か
ら
国
道
１
号
に

か
け
て
の
一
帯

ウ
東
部
に
ぎ
わ
い
交
流
ゾ
ー
ン

Ｊ
Ｒ
愛
野
駅
周
辺
一
帯

エ
北
部
に
ぎ
わ
い
交
流
ゾ
ー
ン

上
山
梨
地
区
一
帯

オ
南
部
に
ぎ
わ
い
交
流
ゾ
ー
ン

市
役
所
浅
羽
支
所
周
辺
地
区
一
帯

カ
産
業
活
力
集
積
ゾ
ー
ン

東
名
高
速
道
路
袋
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
の
森
町
袋
井
イ
ン
タ
ー
通

り
線
を
軸
と
す
る
一
帯

キ
産
業
活
力
創
出
ゾ
ー
ン

小
笠
山
山
麓
の
県
道
磐
田
掛
川
線
な

ど
の
沿
線

ク
地
域
活
力
創
造
の
丘
ゾ
ー
ン

三
川
地
区
西
部
の
磐
田
原
台
地
及
び

山
名
地
区
北
部
の
丘
陵
地

ケ
地
域
活
力
創
造
の
里
ゾ
ー
ン

浅
羽
海
岸
沿
い
の
国
道
１
５
０
号
バ

イ
パ
ス
南
側
一
帯

コ
健
康
・
生
涯
学
習
の
丘
ゾ
ー
ン

小
笠
山
総
合
運
動
公
園
や
愛
野
公

園
、
静
岡
理
工
科
大
学
や
法
多
山
尊

永
寺
な
ど
が
立
地
す
る
一
帯

サ
健
康
・
や
す
ら
ぎ
の
丘
ゾ
ー
ン

東
地
区
北
部
の
丘
陵
地
一
帯

シ
小
笠
山
丘
陵
地
ゾ
ー
ン

小
笠
山
の
山
頂
か
ら
中
腹
に
か
け
て

の
一
帯

ス
海
岸
ゾ
ー
ン

浅
羽
海
岸
一
帯
の
自
然
海
岸

土
地
利
用
の
実
態
把
握
と
適
正
な
利

用
を
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
土
地

に
関
す
る
基
礎
的
な
調
査
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
適
切
に

整
理
し
、
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

土
地
利
用
の
動
向
を
的
確
に
把
握
し
、

計
画
と
実
態
と
の
評
価
を
行
い
な
が
ら

本
計
画
の
管
理
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

土
地
は
、
次
の
①
〜
⑦
の
利
用
区
分

に
設
定
し
ま
す
。
各
区
分
別
の
基
本
方

向
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
農
用
地

水
稲
や
茶
な
ど
の
土
地
利
用
型
農
業

や
温
室
メ
ロ
ン
な
ど
の
施
設
利
用
型
農

業
な
ど
、
本
市
の
特
徴
あ
る
農
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、
生
産
基
盤
の
整
備
を

推
進
し
、
優
良
農
用
地
を
確
保
し
ま
す
。

②
森
林

水
源
か
ん
養
機
能
や
土
砂
の
流
出
・

崩
壊
防
止
、
環
境
保
全
な
ど
の
公
益
的

機
能
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
森
林

資
源
の
保
全
と
治
山
・
治
水
事
業
を
推

進
し
、
小
笠
山
丘
陵
な
ど
の
優
れ
た
自

然
環
境
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

③
原
野

周
辺
の
土
地
利
用
と
の
調
和
を
図
り

な
が
ら
、
有
効
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

④
水
面
・
河
川
・
水
路

〈
水
面
〉

農
業
用
た
め
池
と
し
て
の
利
水
機
能

と
調
整
池
と
し
て
の
機
能
を
保
全
、
維

持
し
ま
す
。

〈
河
川
〉

水
辺
環
境
の
保
全
と
洪
水
な
ど
の
水

害
防
止
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
河
川

の
改
修
・
維
持
な
ど
の
用
地
を
確
保
し

ま
す
。

水
辺
動
植
物
の
生
態
系
や
良
好
な
景

観
の
保
全
、
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
親
水

性
に
配
慮
し
た
良
好
な
水
辺
空
間
の
創

出
に
努
め
ま
す
。

利
用
区
分
別
の

土
地
利
用
の
基
本
方
向

ゾ
ー
ン
区
分
別
の

整
備
施
策
の
方
向

今
後
の
計
画
の
管
理

8広報ふくろい 2007 平成19年2月1日
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◎ 市の国土利用計画を策定しました特集

【土地利用構想図（参考）】
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新
た
な
誓
い
二
十
歳
！

１
月
６
日
、
エ
コ
パ
ア
リ
ー
ナ
で
７
５
７

人
の
新
成
人
が
参
加
し
て
、
成
人
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
新
成
人
を
祝
う
市
民
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
展
示
さ
れ
、
袋
井
南
小
学
校

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
な
ど
で
新
成
人

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
５
人
が
「
成
人
と
し

て
社
会
人
と
し
て
、
自
覚
を
持
っ
て
社
会
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
」
な
ど
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

伝
統
を
継
承
す
る
田
遊
祭

１
月
７
日
、
法
多
山
尊
永
寺
境
内
で
「
田

遊
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
参
拝
者
が
見
守
る
中
、
法
多

山
田
遊
祭
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
七
段
か
ら
な

る
舞
い
を
奉
納
。
舞
い
は
、「
田
打
ち
、
牛

ほ
め
」
な
ど
、
米
作
り
の
動
作
を
演
じ
ま
す
。

室
町
時
代
か
ら
継
承
さ
れ
、
県
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
・
国
記
録
選
択
民
俗
文
化
財
に
な

っ
て
い
ま
す
。
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無
火
災
の
ま
ち
を
目
指
し
て

野
菜
た
っ
ぷ
り
”七
草
“が
ゆ

１
月
12
日
、
今
井
幼
稚
園
で
特
製
の
七

草
が
ゆ
を
作
り
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
野
菜
の
栄
養
に
つ
い
て
学

ん
だ
後
、
調
理
に
挑
戦
。
特
製
の
七
草
が
ゆ

に
は
、
水
菜
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
小
松
菜
・

カ
ブ
の
ほ
か
、
幼
稚
園
の
畑
で
と
れ
た
ダ
イ

コ
ン
・
ニ
ン
ジ
ン
・
白
菜
が
入
っ
て
い
ま

す
。園

児
た
ち
は
一
年
の
健
康
を
祈
っ
て
、

熱
々
の
七
草
が
ゆ
を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し

た
。

１
月
１
日
、
袋
井
体
育
セ
ン
タ
ー
で
消
防

団
員
、
消
防
署
職
員
な
ど
約
７
０
０
人
が
出

席
し
て
「
消
防
出
初
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

永
年
消
防
団
活
動
に
貢
献
し
た
団
員
や
優

良
分
団
、
無
火
災
家
庭
の
表
彰
な
ど
が
行
わ

れ
、
消
防
関
係
者
全
員
で
「
火
の
用
心
」
を

三
唱
し
、
一
年
の
無
火
災
を
祈
り
ま
し
た
。



12

最
新
鋭
の
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置

市
民
病
院

の
診
療
放
射

線
室
で
は
、

平
成
18
年
11

月
24
日
か
ら

最
新
鋭
の
Ｘ

線
Ｃ
Ｔ
装
置

（
全
身
用
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
断
層
撮
影

装
置
）
が
稼

動
し
て
い
ま
す
。
県
西
部
地
区
で
は
２
台
目

の
導
入
で
、
64
列
マ
ル
チ
デ
ィ
テ
ク
タ
ー
Ｃ

Ｔ
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

従
来
の
装
置
で
は
、
機
械
が
１
回
転
す
る

こ
と
で
１
枚
撮
影
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

の
装
置
で
は
、
１
回
転
で
最
大
64
枚
の
画
像

を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
も
、
非
常
に
薄
い
０
・
６
２
５
mm
の

厚
さ
で
断
層
を
撮
影
で
き
る
た
め
、
小
さ
な

異
常
も
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

Ｃ
Ｔ
の
回
転
速
度
も
０
・
４
秒
と
非
常
に

速
く
、
10
秒
程
度
で
全
身
を
撮
影
で
き
ま
す
。

短
時
間
で
広
範
囲
が
撮
影
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
、
息
を
止
め
る
こ
と
が
難
し
い

患
者
さ
ん
や
救
急
の
患
者
さ
ん
の
負
担
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

64
列
マ
ル
チ
デ
ィ
テ
ク
タ
ー
Ｃ
Ｔ
に
な
り

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
心
臓
の
冠
動
脈
撮

影
で
す
。
Ｘ
線
吸
収
量
を
増
強
さ
せ
る
た
め

の
薬
を
使
え
ば
、
患
者
さ
ん
の
負
担
が
少
な

く
撮
影
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

３
次
元
画
像

検
査
に
応
じ
て
、
画
像
処
理
装
置
を
使
い
、

３
次
元
立
体
画
像
を
作
成
し
ま
す
。
３
次
元

立
体
画
像
は
、

動
脈
瘤

り
ゅ
う
や
動
脈

硬
化
の
診
断
、

さ
ら
に
は
手
術

や
治
療
計
画
に

役
立
て
て
い
ま
す
。

病
気
の
早
期
発
見
、
治
療
の
た
め
、
最
新

鋭
の
機
器
を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

診
療
放
射
線
室
長
　
伊
藤
雅
夫

マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ

市民病院管理課
243-2511（代表）

問 
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医
療
費
と
移
送
費

医
療
費
を
払
い
戻
す
場
合
が
あ
り
ま
す

次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

場
合
に
支
払
っ
た
医
療
費
を
払
い
戻
し
ま
す
。

医
療
費
は
、
一
時
的
に
自
分
で
支
払
い
ま
す

が
、
後
日
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
で
審

査
し
、
決
定
し
た
額
を
払
い
戻
し
ま
す
。

対
象
　
①
不
慮
の
事
故
や
旅
先
で
急
病
に
な

り
、
保
険
証
を
持
た
ず
に
診
療
を
受
け
た

時
②
輸
血
を
受
け
た
時
の
血
液
代
③
コ
ル

セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具
代
④
は
り
、
き
ゅ

う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施
術
料
⑤
高
齢

受
給
者
証
（
１
割
）
を
お
持
ち
の
方
で
、

受
給
者
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
し

な
か
っ
た
な
ど
の
理
由
に
よ
り
３
割
負
担

し
た
時
の
差
額

※
②
〜
④
は
医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合
の

み
払
い
戻
し
ま
す
。

持
ち
物

認
め
印
（
朱
肉
を
使
う
印
）、
国
保

の
保
険
証
、
領
収
書
、
口
座
番
号
が
分
か

る
も
の
（
郵
便
局
は
除
く
）、
診
療
（
施
術
）

明
細
書
、
医
師
の

証
明
な
ど

移
送
費
を
払
い
戻
す
場
合
が
あ
り
ま
す

入
院
や
転
院
の
際
に
、
や
む
を
得
ず
利
用

し
た
タ
ク
シ
ー
料
金
な
ど
の
移
送
費
を
支
給

し
ま
す
。
移
送
費
は
、
一
時
的
に
自
分
で
支

払
い
ま
す
が
、
後
日
、
国
保
で
審
査
し
決
定

し
た
額
を
払
い
戻
し
ま
す
。

対
象
　
①
移
送
が
保
険
診
察
と
し
て
適
切
な

場
合
②
患
者
が
療
養
の
原
因
の
病
気
や
け

が
で
移
動
が
困
難
な
場
合
③
緊
急
、
や
む

を
得
な
い
場
合

持
ち
物

認
め
印
（
朱
肉
を
使
う
印
）、
国
保

の
保
険
証
、
移
送
に
か
か
っ
た
費
用
の
領

収
書
（
移
送
区
間
や
距
離
が
分
か
る
も
の
）、

口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
（
郵
便
局
は
除

く
）、
医
師
の
意
見
書
（
移
送
を
認
め
た
理

由
、
付
き
添
い
が
あ
っ
た
場
合
は
そ
の
付

き
添
い
が
必
要
な
理
由
、
移
送
経
路
･
移

送
方
法
や
移
送
年
月
日
）

市
民
課
国
保
年
金
係2

４
４
―

３
１
１
３

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
係
　

2
２
３
―

９
２
１
２

申請を
お忘れなく

3次元立体映像化した心臓



エコ ライフ 

０
０
０
本
分
の
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。
市
内
の
全
世
帯
（
２
９，

３
７
１
世
帯
）
が
１
年
間
エ
コ
ラ
イ
フ
を
実

践
す
る
と
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
１
・

７
個
分
の
森
林
が
吸
収
す
る
二
酸
化
炭
素
量

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

衣
食
住
か
ら
始
め
る
「
家（
う
ち
）エ
コ
」

衣
の
「
う
ち
エ
コ
」

職
場
で
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
を
楽
し
ん
で
、
家

庭
で
も
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

保
温
性
の
高
い
下
着
や
タ
ー
ト
ル
ネ
ッ
ク
の

セ
ー
タ
ー
を
着
て
、
暖
か
さ
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を
羽
織
っ
た
り
、
シ
ャ

ツ
を
１
枚
余
分
に
着
る
こ
と
も
立
派
な
ウ
オ

ー
ム
ビ
ズ
で
す
。

食
の
「
う
ち
エ
コ
」

冬
の
食
事
は
、
体
の
中
か
ら
温
め
る
食
材

を
使
っ
た
り
、
調
理
方
法
を
工
夫
し
た
り
し

ま
し
ょ
う
。

冬
の
定
番
料
理
と
い
え
ば
「
な
べ
」
で
す
。

家
族
団
ら
ん
で
な
べ
を
囲
み
、
暖
房
温
度
を

低
く
設
定
し
ま
し
ょ
う
。
炎
は
な
べ
底
か
ら
、

は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

住
の
「
う
ち
エ
コ
」

家
電
製
品
の
選
び
方
や
住
宅
設
備
に
よ
っ

て
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
家
電
は
こ
ま
め
に
電
源
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

・
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
定
期
的
に
掃

除
し
ま
し
ょ
う
。

・
省
エ
ネ
・
長
持
ち
の
蛍
光
灯
を
使
い
ま
し

ょ
う
。

・
暖
房
便
座
の
ふ
た
は
閉
め
ま
し
ょ
う
。

青
色
回
転
灯
で
地
域
を
巡
回

浅
羽
北
地
区
地
域
安

全
推
進
協
議
会
（
諸

井
・
浅
羽
・
浅
羽
山
の

手
・
浅
羽
後
谷
田

う
し
ろ
や
だ

・
浅

羽
南
・
浅
名
・
豊
住
自

治
会
か
ら
な
る
自
主
防

犯
組
織
）
で
は
、
平
成

18
年
９
月
28
日
、
県
警

察
本
部
か
ら
青
色
回
転

灯
を
装
着
し
て
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
う
団
体

と
し
て
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

青
色
回
転
灯
は
、
18
台
の
車
に
装
備
さ
れ
、

小
学
生
の
下
校
の
時
間
帯
や
夜
間
な
ど
を
中

心
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
や
不
審
者
な
ど

に
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
課
交
通
防
犯
係

2
４
４
―

３
１
２
５

問 

【
地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
対
策
】

「
セ
ー
フ
テ
ィ
・
タ
ウ
ン
運
動
」展
開
中

堀
越
三
丁
目
自
治
会

は
、
空
き
巣
被
害
の
防

止
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

「
セ
ー
フ
テ
ィ
・
タ
ウ

ン
運
動
」
の
モ
デ
ル
地

区
に
県
警
察
本
部
か
ら

指
定
さ
れ
、
堀
越
一
丁

目
・
二
丁
目
・
中
・
五

丁
目
自
治
会
と
連
携

し
、
防
犯
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

防
犯
の
た
め
の
講
習

会
を
開
い
た
り
、
地
域

の
店
舗
へ
の
ぼ
り
旗
の
設
置
を
呼
び
掛
け
た

り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
年
末
に
は
、
堀
越
５
丁
合
同
で
自

治
会
員
の
防
犯
意
識
の
向
上
の
た
め
、
防
犯

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

ひとくちメモ ひとくちメモ 
防犯まめ知識 

不審者に遭遇したら 

こ
の
冬
、
環
境
省
で
は
、
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ

(※)
の
取
り
組
み
を
「
職
場
」
か
ら
「
家
（
う

ち
）」
の
中
に
広
げ
、
衣
食
住
を
通
し
て
「
う

ち
」
か
ら
出
る
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
「
う

ち
エ
コ
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
…
暖
房
に
頼
り
す
ぎ
ず
、

職
場
の
暖
房
を
20
度
程
度
に
保
っ
た
状
態

で
暖
か
く
格
好
良
い
服
装
で
働
く
ビ
ジ
ネ

ス
ス
タ
イ
ル

ど
の
家
庭
で
も
実
践
で
き
ま
す

昨
年
の
７
〜
９
月
に
行
っ
た
「
み
ん
な
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
エ
コ
ラ
イ
フ
」
で
は
、
市
内

の
36
世
帯
の
家
庭
が
、
電
気
・
ガ
ソ
リ
ン
・

灯
油
・
ご
み
な
ど
に
関
す
る
エ
コ
ラ
イ
フ
に

挑
戦
し
、
２

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約
８
３，

環境衛生課環境保全係　244-3115問 

不審者の被
害に遭ったり、
不審者を目撃
したりした場
合は、迷わず
110番通報し
ましょう。

～家庭でできる地球温暖化防止策～

13 広報ふくろい 2007 平成19年2月1日
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「
普
段
は
、
仕
事
が
忙
し
く
て
子
ど

も
と
遊
べ
な
い
」「
や
っ
と
遊
べ
る
時

間
が
で
き
て
も
、
ど
う
遊
ん
で
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
男
性
は
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
時

に
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

市
内
に
は
、
５
つ
（
中
央
、
南
、
袋

井
ハ
ロ
ー
、
め
い
わ
可
睡
、
く
る
ク
ル
）

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
中

央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
カ
ン
ガ
ル

ー
の
ぽ
っ
け
」（
第
２
・
４
水
曜
日
休
館
）

は
、
土
・
日
曜
日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

「
カ
ン
ガ
ル
ー
の
ぽ
っ
け
」
で
は
、

大
型
遊
具
や
オ
セ
ロ
、
け
ん
玉
な
ど
た

く
さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
が
あ
り
、
子
ど
も

は
自
分
か
ら
遊
び
た
い
も
の
を
見
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
場
所
も
広
い
た

め
、
雨
の
日
や
寒
い
日
な
ど
で
も
十
分

に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
 

 
「男は仕事、女は家庭」と
いった性別による固定的な役
割分担にとらわれずに、家庭で、
地域で、学校で、職場で、そ
れぞれの個性と能力を発
揮できることです。 

男女共同参画とは 

しあわせ推進課人権啓発室
244-3116

問 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る

に
は
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気

が
い
る
よ
う
で
す
。
よ
く
利
用
し
て
い

る
方
が
家
族
や
身
近
な
方
を
誘
っ
て
、

一
緒
に
利
用
す
る
と
、
男
性
も
行
き
や

す
く
な
り
ま
す
。

男
性
が
子
育
て
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
は
よ
り
多
く
の
価
値
観
に
触
れ
、

社
会
性
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
男
性
の
皆
さ
ん
も
支
援
セ
ン
タ
ー

を
上
手
に
利
用
し
て
、
子
ど
も
と
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
父
さ
ん
と
一
緒
に子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
行
こ
う
！

友
達
と
野
球
チ
ー
ム
を

作
っ
た
の
で
、
練
習
試

合
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
市

内
の
野
球
場
を
使
い
た
い
の
で

す
が
、
ど
の
よ
う
に
申
し
込
め

ば
い
い
で
す
か
。

市
が
管
理
し
て
い
る
野
球

場
は
、
「
愛
野
公
園
野

球
場
」
と
「
浅
羽
球
技
場
」
の

２
つ
が
あ
り
ま
す
。

使
用
し
た
い
日
の
２
か
月
前

か
ら
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
電
話
ま

た
は
、
出
向
い
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
愛
野
公
園
野
球
場
】

場
所

豊
沢
１
７
２
７

使
用
時
間

▽
午
前
…

午
前
８

時
30
分

〜
正
午

▽
午
後
…

午
後
１
時
〜
５
時

使
用
料

各
時
間
帯
２，
１
０

０
円
（
申
し
込
み
時
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
）

休
場
日

月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）
・
年
末
年
始

愛
野
公
園
管
理
棟

2
４
３
―

１
９
０
０

【
浅
羽
球
技
場
】

場
所

東
同
笠
１
６
１
１
―

１

使
用
時
間

▽
午
前
…
午
前
８
時
30
分
〜

正
午

▽
午
後
…
午
後
１
時
〜
５
時

▽
夜
間
…
午
後
５
時
〜
９
時

30
分

使
用
料

各
時
間
帯
２，
１
０

０
円
（
申
し
込
み
時
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
）

◇
夜
間
は
、
使
用
料
と
は
別

に
照
明
設
備
使
用
料
が
１

基
に
つ
き
１
時
間
３
５
０

円
か
か
り
ま
す
。

休
場
日

火
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）
・
年
末
年
始

浅
羽
体
育
セ
ン
タ
ー

2
２
３
―

４
８
１
２

◇
こ
の
ほ
か
に
も
多
目
的
運
動

広
場
な
ど
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
が
で

き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
ま

す
。
場
所
に
よ
っ
て
申
込
方

法
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、
支
所
２
階
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
　
2
２
３
―

９
２
７
３

『支援センターには興味が
ありましたが、女性ばか
りのような気がして、最
初は敷き居が高かったで
す。妻に誘われて何度か
行ってみると、公園など
に行くのと同じような感
覚で気軽に利用できるよ
うになりました』

利用しているお父さんに
インタビュー

大石佳孝さん（上新池）大石佳孝さん（上新池） 大石佳孝さん（上新池）



地域やサークルの行事、お気に入りの写真や子
どもの写真などを郵送してください。 

写真には、タイトル、住所、氏名（ふりがな）、年齢（生
年月日）、電話番号、自治会名を書き添えてください。 

●大渕「さんきょうだい」
左から大渕雄飛

ゆうと

ちゃん（３歳）、友希見ちゃん
（７歳）、友輝矢ちゃん（７か月）東通

召
し
上
が
れ
「
た
ま
ご
ふ
わ
ふ
わ
」

12
月
22
日
、
袋
井
宿

場
公
園
で
「
た
ま
ご
ふ
わ

ふ
わ
」
の
お
披
露
目
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
た
ま
ご
ふ
わ
ふ
わ
」

は
、
江
戸
時
代
に
親
し
ま

れ
た
卵
料
理
で
、
袋
井
宿

で
宿
泊
客
に
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

市
観
光
協
会
で
は
、
料
理
だ
け
で
な
く
菓
子
な
ど
に
も
ア
レ
ン

ジ
し
、
袋
井
の
新
名
物
と
し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.fukuroi-hot-navi.jp/

）

障
害
の
あ
る
方
の
送
迎
な
ど
に
活
用
し
ま
す

12
月
26
日
、
新
し
い
福
祉
車
両
が
納
車
さ
れ
、
市
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
へ
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
車
両
は
、「
24
時
間
テ
レ

ビ
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
委
員
会
か
ら
市

に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
車
い
す

は
２
台
ま
で
、
定
員
は
10
人
で
す
。

市
で
は
、
重
度
障
害
者
（
児
）

等
移
動
支
援
事
業
を
委
託
し
て
い

る
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
車
両
を

貸
与
し
、
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
に
よ
り
、
障
害
の
あ
る
方

の
通
院
や
外
出
な
ど
の
た
め
に
利

用
し
て
い
き
ま
す
。

15 広報ふくろい 2007 平成19年2月1日

●イケテルでしょ!!
左から長倉叶真

とうま

ちゃん（3歳）、
帆乃加ちゃん（6歳）堀越五丁目

●
初
蹴
り
で
さ
わ
や
か
な
汗

「
１
月
４
日
、
浅
羽
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
A
r
e
s
の

メ
ン
バ
ー
約
60
人
が
今
年
の
初
蹴
り
を
行
い
ま
し
た
」

浅
羽
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
代
表
　
鈴
木
一
秋
さ
ん

●はじめてのクリスマス☆
鈴木颯斗

はやと

ちゃん（10か月）西田
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自己負担金対象年齢（※1）検診項目 実施時期 実施会場

総合検診

40歳～

5月
浅羽保健センター、
浅羽地域各公民館、
袋井保健センター

検査内容

血圧・血液・尿検査、診察、心電図、眼
底検査、肝炎ウイルス検査（※2）、胸部
検診（肺がん検診と結核検診）、喀痰検査
（希望する方）、胃がん検診、大腸がん検
診、前立腺がん検診、婦人科検診（子宮
がん検診と乳がん検診）、骨密度検診（市
の指定する年齢の方で希望する方。詳し
くはお問い合わせください）

男性5,300円
女性6,700円

（喀痰検査700円）
（骨密度検診1,300円）

18～39歳 血圧・血液・尿検査、診察、婦人科検診（子宮
がん検診、乳がん検診）

男性2,000円
女性4,400円

平成19年度　健康診査のお知らせ

●総合検診

検診項目

基本健康診査

若い世代の健診

胃がん検診

大腸がん検診

胸部検診（肺がん
検診、結核検診（※3））

前立腺がん検診

婦人科検診
（子宮がん検診、
乳がん検診）

実施時期

6～10月
（65歳以上は6月～平成20年2月）

9・10月

5～11月

5～11月

5～11月

6～10月
（65歳以上は6月～平成20年2月）

8～9月

6月～平成20年1月

9～11月

自己負担金実施会場

検診車が市内を巡回

検診車が市内を巡回

検診車が市内を巡回

検診車が市内を巡回

対象年齢（※1）

40歳～

18～39歳

40歳～

40歳～

40歳～

男性のみ　40歳～

女性のみ
30歳～

（子宮がん検診は
20歳～）

検査内容
血圧・血液・尿検査、診察、心電図など
肝炎ウイルス検査（※2）
血圧・血液・尿検査、診察など

レントゲン検査
（バリウム間接撮影）

レントゲン検査
（喀痰
かくたん

検査は希望する方）

便潜血反応検査

乳がん検診（乳房視触診と
乳房レントゲン撮影または

乳房エコー）

血液検査

子宮がん検査（細胞診）

2,700円

無料
2,000円

1,200円

400円

無料（喀痰検
査は700円）

1,000円

1,200円

指定医療機関

指定医療機関

市民病院 1,200円

歯周疾患の検査、歯科指導など40歳～ 500円歯周疾患検診
浅羽保健センター
袋井保健センター

●単独検診（各種検診を個別に受診する検診）

◇骨密度検診も実施します。詳しくは、後日本紙でお知らせします。

（※4）

（※5）

◇基本健康診査（若い世代の健診）、胃がん検診、大腸がん検診、胸部検診、前立腺がん検診、婦人科検診、骨密度検診が
一緒に受診できます。
申込方法 電話または、ファクスで検診項目、住所、氏名、生年月日をお申し込みください（平成18年度に既に受診また
は申し込んだ方は、申し込みは不要です）。後日、受診票と説明書を郵送します。
◇実施時期や自己負担金は、変更する場合があります。受診票で確認してください。
申込締切 2月23日(金)
（※1）年齢はいずれも平成19年12月31日現在。（※2）肝炎ウイルス検査は、40歳の方が対象です。（※3）結核検診は、
65歳以上の方は必ず受診してください。（※4）総合検診は、がん検診のみの受診はできません。（※5）子宮がん検診は、
20歳以上。乳がん検診は、30歳以上の女性の方です。

健康づくり推進課健康指導1係 242-7275 FAX42-7276問 申 
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問 は問い合わせ先 申 は申し込み先 はEメール

◇小児科外来では、2・3月の間、県
立こども病院の医師も診療します。

●市民病院小児科外来診療
が充実します ●子育てサポートキャラバン

「くるクル」が巡回中です

2月16日(金)
19日(月)
20日(火)
21日(水) 
22日(木)
23日(金) 
26日(月)
27日(火)
28日(水)

午前日

浅羽東公民館

浅羽南公民館

浅羽保健センター

袋井東公民館

日程

旭町公会堂

時　午前10時～午後4時(午前と午後
で会場が違う場合は午前10時～正
午、午後2時～4時)

対象 0歳～就学前のお子さんとその
保護者

費用 無料
◇申し込みは不要です。直接、都合の
よい会場へお越しください。

◇上記以外の日程は、市ホームページ
（http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/）
をご覧ください。
明和第二保育園　243-8488
しあわせ推進課子ども係
244-3120

問 

明和第二保育園

三川公民館

◇お近くの公民館や公会堂に子育ての
指導員が遊具やおもちゃを持って訪
問する子育てサポートキャラバン
「くるクル」が巡回中です。
◇子育て中のお父さん・お母さんやお
じいちゃん・おばあちゃんが集える
場所です。

祢宜弥公会堂

笠原公民館

〈平成18年中の火災件数30件（前年比－12件）〉
▽建物火災…6件 ▽車両火災…10件 ▽その他火災（枯れ草火災など）…14件

袋井消防本部予防係 244-5114問 

消さないで　あなたの心の　注意の火

◇3月1日(木)～7日(水)は、春の火災予防運動週間です。
◇恐ろしい火災から命を守るために「住宅用火災警報器」を設置しましょう。
〈住宅用火災警報器〉

・新築住宅は平成18年6月1日か
ら、既存住宅は平成21年5月31
日(日)までに設置してください。

・配線のいらないものなら、ホームセンターや電気店など
で販売しています。基準に合格したものには、日本消防
検定協会のNSマークがついています。

日　2月23日(金)
時 午前9時30分～11時50分、午後1
時～4時

所　市役所駐車場献血バス
対象 16～69歳の健康な方
献血の種類 全血献血200mr・400mr
◇献血時に本人確認を行います。お手
数ですが、運転免許証や保険証など
をお持ちください。
しあわせ推進課生活福祉係
244-3119

問 

●献血にご協力ください

◇不審火から我が家を守りましょう。
・家の周りに燃えやすいものを置かない。
・家を空ける時は、隣近所に声を掛けておく。
◇地域ぐるみで注意し、火災の発生を防ぎましょう。

壁取り付け式天井・壁取り付け式

◇学区外の小・中学校への通学を希望する方は、その児童・生徒の保護者が申請
してください。

申請方法 事前に電話で問い合わせのうえ、申請書を提出してください。
〈変更が認められる主な事例〉
・1年以内に転居予定
・兄や姉が指定学区外で就学中
・父母の就労により祖父母宅から通学
・その他特別な理由があると認められる場合
学校教育課学務係　223-9202問 申 

●学区外の小・中学校に通学したい方へ

午後

諸井公会堂

今井公民館

方丈ふれあい会館

日本消防検定協会 NS マーク 

日本消防 検定
協会
 

曜日
月
火

水

木

金

時間

午前8時30分～午後4時30分

午前8時30分～午後4時30分
午前9時30分～午後4時30分
午前8時30分～午後4時30分
午前9時30分～午後4時30分
午前9時30分～午後4時30分

担当医

市民病院医師

市民病院医師
こども病院医師
市民病院医師
こども病院医師
こども病院医師

市民病院管理課総務係　243-2511問 
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〈選挙公報の配布〉

・自治会を通して各世帯へ配布してい
ましたが、新聞（時事に関する報道
を行う一般紙）折り込みによる配布
に変更します。

・新聞を定期購読していない方は、郵
送しますので、事前に電話でお申し
込みください。

〈投票所入場券〉

・個人あてに、はがき形式の入場券を
郵送していましたが、同一世帯ごと
にまとめて郵送します。投票の際に
は、1人ずつ切り離して投票所に持
参してください。
市選挙管理委員会（総務課行政

係内） 244-3100

問 申 

●選挙公報の配布方法と
投票所入場券が変わります

職種　一般事務員、保育士、幼稚園教
員、保健師、調理師

給与　日給（6,560円～）・時給
（820円～）
勤務場所 市役所、支所、市内幼稚園、
保健センター、給食センターなど

申込方法 写真をはった市販の履歴書
に希望職種(※)、勤務可能期間・時
間を書き添え、市役所4階総務課人
事研修係へ持参または、郵送してく
ださい。
※一般事務員以外の職種に登録する
場合は、資格や免許をお持ちの
方が対象です。資格証などの写
しを添えて提出してください。

◇随時受け付け、提出日から1年間登
録します。仕事を依頼する方には、
後日連絡します。
総務課人事研修係　244-3101

〒437-8666 袋井市役所

問 申 

●市役所の臨時職員の
登録を受け付けます

◇事業資金の利子を一部補給します。

対象となる融資 国民生活金融公庫の

普通貸付・経営改善貸付・環境貸付

対象 次の①～④すべてに当てはまる

市内の店舗や事業所①同一事業を6

か月以上営んでいる②従業員が50

人以下③市税を完納している④平成

18年度中に対象となる融資の利子

の支払いを始めている

利子補給額 借受資金の500万円以内

で年利0.5％以内の利子相当額（上

限125,000円）

利子補給期間 2年以内

申込方法 国民生活金融公庫発行の

「支払額明細書」を持参してください。

申込締切 3月9日(金)

商工課商業労政係 244-3136問 申 

●中小企業事業資金利子補
給制度をご利用ください

◇小原惠子さん（中町）が、長年の民
生委員児童委員としての功績や社会
福祉活動への尽力が認められ「全国
社会福祉協議会会長表彰」を受けま
した。

◇小原さんは、市社会福祉協議会評議
員として、共同募金など福祉啓発活
動や地元の公民館地域福祉部員とし
て積極的に活動しています。
市社会福祉協議会 242-7914問 

●全国社会福祉協議会会長
表彰おめでとうございます

◇歌う楽しさを味わい、6月のコンサ
ートで発表してみませんか。

練習日 2月6日(火)・20日(火)・27
日(火)、3月13日(火)・20日(火)・
27日(火)、4月10日(火)・17日
(火)・24日(火)、5月8日(火)・15日
(火)・22日(火)、6月6日(火)・12日
(火)・26日(火)

時 午後7時～8時30分
所 高南公民館
参加料 2,000円/月（コンサートに
参加する方は、別途1,000円）

〈ともしびコンサート〉
日 6月17日(日)
時 午後1時30分～
所 アミューズ豊田（磐田市上新屋
304）

発表曲 「美しく碧きドナウ」、「お
おひばり」

◇申し込みは不要です。直接練習会場
へお越しください。
NPO健康文化クラブ　山鳥さん　
223-8186

問 

●ともしび（混声）
合唱団員を募集

◇消費生活に関するご意見や情報を
消費者行政に反映させるため、消
費生活モニターを募集します。

任期　4月1日(日)～平成20年3月31
日(月)

業務内容　生活関連物資の価格調査
や消費者保護・消費生活の意見書
の提出、会議・研修会の出席など

謝礼　18,000円/年（予定）
対象　市内在住の20歳以上の方
採用予定人数　12人（申し込み多数
の場合は、抽選）

申込方法　電話で住所、氏名、年齢、
電話番号をお申し込みください。

申込期間　2月7日(水)～28日(水)

商工課商業労政係 244-3136問 申 

●消費生活モニターを
募集します
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問 は問い合わせ先 申 は申し込み先 はEメール

◇各児童クラブ育成会などでは放課後
児童クラブ指導員を募集します。

職種 小学1～3年生までの学童保育
の指導員

応募資格 保育士資格や幼稚園、小・中
学校などの教員免許を持っている方
※資格や免許を持ってない方も相談
に応じます。

募集人員 約10人
給与 時給910円
勤務時間 ▽通常の月～金曜日…午後
1時～6時
▽夏休みなど長期休暇の月～金曜日
…午前8時～午後6時（交代制）

選考方法　書類審査・面接
採用期間 4月1日(日)～平成20年3月
31日(月)（毎年、更新となります）

申込方法　写真をはった履歴書を市役
所1階しあわせ推進課子ども係へ持
参または、郵送してください。随時、
面接します。

申込締切 2月28日(水)必着
◇指導員以外でもサポーターとして応
援できる方は、お知らせください。
しあわせ推進課子ども係

244-3120 FAX43-6285
〒437-8666 袋井市役所　
shiawase@city.fukuroi.shizuoka.jp

問 申 

●放課後児童クラブ指導員
を募集します

採用期間　4月1日(日)～平成20年3
月31日(月)

募集職種 ①ホール事業企画スタッ
フ②ワークショップ企画スタッフ
③事務職員

業務内容　①ホール事業（音楽文化、
舞台芸術など）の企画運営②ワー
クショップ（ものづくり、食など）
の企画運営③経理やチラシづくり、
受付業務など

応募資格　おおむね50歳までの方
採用予定人数 それぞれ若干名
給与　市非常勤職員嘱託身分等取扱
規程によります

勤務時間　午前8時30分～午後5時15
分（土・日曜日、祝日出勤、時差
勤務あり）

申込方法 写真をはった履歴書と月
見の里学遊館企画運営についての
作文（800字以内）、企画資料、活
動実績を添えて持参または、郵送
してください（③は写真をはった
履歴書のみ）。

申込締切　2月25日(日)必着
◇面接は、2月27日(火)に行います。
詳細は、後日連絡します。
月見の里学遊館　249-3400

〒437-0125 袋井市上山梨32-1 

問 申 

●月見の里学遊館企画スタ
ッフ・事務職員を募集

募集職種　助産師、看護師
募集人員 若干名
対象　昭和41年4月2日以降に生ま
れ、助産師または看護師免許がある
方（平成18年度中に国家試験を受
験する方を含む）

採用時期 平成19年4月
試験日　3月5日(月)
試験会場　袋井市民病院
試験方法　面接、教養試験、専門試験、
小論文

申込用紙の請求
①市民病院管理
課総務係で交付
します。②電話
または、ファク
スで請求する場
合は、郵便番号、
住所、氏名、電話
番号をお知らせ
ください。③市
民病院ホームペ
ージから印刷して使うこともできま
す。

申込方法 申込用紙に必要書類を添え
て、市民病院管理課総務係へ持参ま
たは、郵送してください。

申込締切　2月23日(金)消印有効
受付時間 午前8時15分～午後5時
（土・日曜日、祝日は除く）
◇詳しくは、市民病院ホームページ
（http://www.fukuroi-hospital.jp/）
をご覧ください。
市民病院管理課総務係

243-2511 FAX43-5576

〒437-0061 袋井市久能2515-1 

問 申 

●市民病院の助産師・
看護師を募集します

～磐田税務署短期アルバイトを募集～
期間　①2月13日(火)～3月26日(月)または、30日(金)②3月1日(木)～3月26日
(月)または、30日(金)

勤務時間 月～金曜日（祝日は除く）の午前9時～午後3時30分
勤務場所 磐田税務署（磐田市中泉112-4）または、磐田
市文化振興センター（磐田市二之宮東3-2）

業務内容　書類整理、データ入力など
給与　時給730円
採用人数　20人程度
申込方法　電話で面接日時、場所を確認のうえ、写真をはった履歴書を持参ま
たは、郵送してください。
磐田税務署総務課　232-6111（代表） 〒438-8711 磐田市中泉112-4問 申 
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◇化学物質への理解を深めるため、地
域住民・企業・行政の3者が情報の
共有化と相互理解を深めます。

日　3月4日(日)
時　午前10時～正午
所　(株)サンエー化研袋井工場（袋井
市山科3030）

内容 (株)サンエー化研袋井工場の環
境に配慮した取り組み紹介や県内
の化学物質の状況説明、意見交換
会など

定員 30人
申込方法 電話で住所、氏名、電話番
号をお申し込みください。

申込締切 2月23日(金)
県環境森林部生活環境室　
2054-221-2253
環境衛生課環境保全係 244-3115 申 

問 

●環境対話集会（化学物質
リスクコミュニケーション）

◇日本語を習いたい外国人や外国語を

学びたい日本人が集まり、交流を行

っています。

日 毎週日曜日　

時 午後3時30分～5時30分

所 協働まちづくりセンター「ふらっと」

受講料 無料

◇申し込みは不要です。直接会場にお

越しください。

NPO日本シルクロード・ワークシ

ョップ協会　比那
ひ な

さん　

2080-1615-1715

問 

●サロン de ことばで交流

日　2月17日(土)
時　午前10時30分～正午
所　協働まちづくりセンター「ふらっと」
内容 本の読み聞かせやおもちゃ作り
対象 園児から小学校低学年までの児
童と保護者

定員 30人
参加料 無料
◇申し込みは不要です。直接会場にお
越しください。
読み聞かせの会“ゆりかご”（協働
まちづくりセンター「ふらっと」内）
243-6315

問 

●ふらっとで会いましょう
「おはなしかい」

◇どなたでも参加できます。お気軽に
お出掛けください。

日　▽育児部門…3月4日(日)
▽介護部門…3月7日(水)
時　午前10時～午後1時
所　月見の里学遊館
内容　▽育児部門…紙芝居やリトミッ
ク、ゲーム、昼食（軽食）▽介護部
門…福笑いや合唱、風船遊び、昼食
（バイキング）
参加料 無料
申込方法　電話で参加する方の氏名を
お申し込みください。

申込締切　2月28日(水)
ファミリー・サポート・センター

244-3149

問 申 

●ファミリー・サポート・
センター祭

◇天竜浜名湖鉄道沿線にお住まいの芸
術家たちによる作品展です。

日 2月13日(火)～19日(月)
時 午前9時～午後5時
所 四季路館（天浜線敷地駅内）
内容 造形作品や絵画、写真など
地域振興課交通防犯係 244-3125問 

●天浜ステーションアート
「四季路展」

◇もっと相手を理解したい、もっと自

分の気持ちを素直に表現したい方を

応援する講座です。

日 2月24日(土)

時 午後1時～4時30分

所 総合センター3階

講師 平尾賢弘さん（県青少年育成ア

ドバイザー）

定員 30人（先着順）

受講料 1,000円（テキスト代など）

申込方法 電話（午後7時～9時）ま

たは、ファクス、Eメールで住所、

氏名、電話番号をお申し込みくださ

い。

申込締切 2月20日(火)

県青少年育成アドバイザーの会

村田さん 2FAX42-4614

a-murata@mxu.mesh.ne.jp

問 申 

●より良い仲間づくりに
ついて学びませんか

日　2月25日(日)
時　午前10時～午後3時
所　愛野公園Aゾーン　ケヤキ広場
内容 フリーマーケットや戦隊ヒーロ
ーの握手会など

◇荒天の場合は、フリーマーケットの
み中止します。

〈フリーマーケット参加者募集〉
面積 1区画10～20m2

対象 どなたでも
出店料 1,500円
申込方法　電話で住所、氏名、電話
番号をお申し込みください。

申込締切 2月18日(日)
袋井緑地維持管理協同組合

249-1244

問 申 

●愛野公園　
フリーマーケット
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◆編集後記

問 は問い合わせ先 申 は申し込み先 はEメール

身近な野菜で特製七草がゆを作った
今井幼稚園。昔からの伝統を知って
ほしいという願いを込めて行われま
した●七草がゆをおいしそうにほお
ばる園児たちを見ていると、昔から
伝わる習慣や習わしの意味と内容を
伝えていくことの大切さを改めて実
感●四季折々の行事を風化させない
ためにも、来年は七草がゆに挑戦し
てみます。 「渡」

日 2月17日(土)
時　午後1時～4時
所 中央公民館
内容 ▽第1部（午後1時～2時20分）
表彰・感謝状贈呈▽第2部（午後2
時30分～4時）講演「人生いつもあ
りがとう」吉川精一さん（元NHK
アナウンサー）

◇入場無料です。直接会場にお越しく
ださい。

◇駐車場は、袋井南小学校グラウンド
をご利用ください。
市社会福祉協議会　242-7914問 

●市社会福祉大会を
行います

◇女性も男性も働きやすい社会をつ
くるためフィンランドの福祉社会
について学んでみませんか。

日 2月24日(土)
時 午後1時30分～3時30分
所 総合センター4階会議室
講師 ヒルッカ・ピエティラさん
演題 「フィンランド発　元気な地
域づくりとチャレンジのために」

定員 200人
入場料 500円
チケット販売 市役所1階売店
NPO世界女性会議ネットワーク静岡　
天野さん　2090-2772-6129

問 

●男女共同参画講演会

◇袋井養護学校の生徒が作った製品の
バザー「袋養市」を行います。

日 2月24日(土)
時　午前10時30分～正午
所　袋井養護学校（袋井市高尾2753-1）
内容　生徒が作った製品（陶芸、革工
芸、木工、織物）の販売やプレゼント
袋井養護学校　243-6611
http://www.shizuoka-c.ed.jp/fukuroi-sh/

問 

●「袋養市」を行います

～小・中学生陸上競技記録会を行います～
日　3月17日(土) 雨天決行
時　午前9時30分～午後4時30分
所 エコパ
対象 小・中学生
種目 ▽小学生男子…50ｍ（1・2年生）、100ｍ
（3・4年生）、100ｍ（5・6年生）、1500ｍ▽
小学生女子…50ｍ（1・2年生）、100ｍ（3・
4年生）、100ｍ（5・6年生）、800ｍ▽中学生
男子…100ｍ、200ｍ、1500ｍ、3000ｍ、砲
丸投げ▽中学生女子…100ｍ、200ｍ、800ｍ、1500ｍ、砲丸投げ

参加料 1種目　500円（スポーツ保険料含む）
※申し込み時に持参するか、指定の口座へ振り込んでください。
申込方法 市民体育館にある申込用紙に必要事項を記入して、各小・中学校ま
たは、市陸上競技協会（市民体育館内）へお申し込みください。

申込締切 3月10日(土)
市陸上競技協会 西尾さん　244-1731 袋井市泉町2-7  市民体育館内問 申 

ラジオ放送日時　2月25日(日)午前11
時～11時30分

放送局　SBS静岡放送1404KHz
内容　生活習慣病を予防する食事、健
康貯筋フィットネス教室など
秘書広報課広報広聴係 244-3104問 

●袋井発健康ラジオを
放送します

〈遠州森駅～天竜二俣駅コース〉
日 2月17日(土) 雨天の場合は翌日
受付時間 午前8時30分～10時30分
集合場所 天浜線遠州森駅
コース 遠州森駅～香勝寺

こうしょうじ

～円田駅
～極楽寺～弘法井戸跡～ロック
フィールド前～磐田市豊岡支所
～豊岡梅園～野部神社～上野部

か み の べ

駅～天竜二俣駅全行程20km

〈三ヶ日駅～新所原
しんじょはら

駅コース〉
日 2月25日(日) 雨天の場合は翌日
受付時間 午前8時30分～10時30分
集合場所 天浜線三ヶ日駅
コース 三ヶ日駅～奥浜名湖駅～尾
奈駅～オレンジロード入口～
知波田
ち ば た

駅～トキワマンサク北限
の地～摩利支天

ま り し て ん

～新所原駅
全行程15km

参加料 無料
◇車での参加はご遠慮ください。
◇昼食、水筒を持参してください。
天竜浜名湖鉄道㈱「天浜線ウオーク
クラブ係」 20539-25-2276

問 

●天浜路ヘルシーウオーク
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袋井市の市章

こ
こ
数
年
、
節
分
の
日
に
は
法
多
山

で
豆
ま
き
の
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
豆
を
ま
い
て
い
る
と
、
大

勢
の
人
の
厄
が
払
わ
れ
、
福
が
来
る
よ

う
な
気
が
し
て
、
自
分
も
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
れ
る
。
帰
宅
後
は
、
家
で
も
行

い
、
年
の
数
ほ
ど
食
べ
ら
れ
な
い
が
、

拾
っ
た
豆
を
10
数
粒
は
食
べ
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
こ
ろ
の
節
分
の
夜

は
、
友
達
と
連
れ
立
っ
て
、
知
り

合
い
の
家
へ
豆
を
拾
い
歩
く
の
が

楽
し
み
だ
っ
た
。
電
灯
を
消
し
た
座
敷

の
中
に
、
豆
の
ほ
か
に
キ
ャ
ラ
メ
ル
や

落
花
生
、
時
に
は
夏
み
か
ん
も
ま
か
れ

て
ゴ
ロ
ゴ
ロ
転
が
っ
て
き
た
。
近
所
中
、

「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
の
声
と
拾
い
歩

く
子
ど
も
た
ち
の
話
し
声
が
聞
こ
え

て
、
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
悪
魔
払
い
の
行
事

と
し
て
、
10
月
末
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
が

あ
る
。
仮
装
し
た
子
ど
も
が
戸
口
に
立

っ
て
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
や
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
も
ら
い
歩
く
。
私
が
生
活
し
て
い

た
こ
ろ
、
こ
の
中
に
毒
を
入
れ
る
事
件

が
あ
っ
て
、
子
ど
も
が
も
ら
っ
て
き
た

菓
子
の
す
べ
て
を
調
べ
た
。

翌
日
に
は
、
小
学
校
で
Ｘ
線
を
使
っ

て
危
険
物
が
入
っ
て
い
る
か
否
か
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
く
れ
た
。
仮
装
し
た
日
本

人
留
学
生
が
「
フ
リ
ー
ズ
」
と
言
わ
れ

た
意
味
が
分
か
ら
ず
、
銃
で
撃
た
れ
る

悲
し
い
事
件
も
そ
の
後
起
こ
っ
た
。

時
が
移
り
、
時
代
が
変
わ
る
と
、
こ

う
し
た
行
事
も
次
第
に
行
わ
れ
な
く
な

る
。
確
か
に
、
豆
ま
き
は
じ
ゅ
う
た
ん

の
上
で
は
や
り
に
く
い
し
、
ま
し
て
他

人
の
家
に
上
が
り
込
ん
で
、
物
を
拾
う

こ
と
は
今
で
は
一
般
的
で
は
な
い
。

し
か
し
、
我
が
家
に
と
っ
て

「
鬼
は
何
か
、
福
と
は
…
」
と
家

族
で
話
し
合
っ
た
り
、
体
に
良
い

大
豆
を
食
べ
た
り
す
る
に
は
良
い

機
会
で
あ
る
。

節
分
、
節
句
、
七
夕
、
月
見

な
ど
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
行
事
は
、

日
本
の
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い

生
活
の
仕
方
や
心
の
持
ち
方
を
教
え
て

く
れ
る
。
祖
先
の
知
恵
を
現
代
の
生
活

に
合
う
よ
う
に
、
う
ま
く
取
り
入
れ
て

い
く
こ
と
が
真
に
「
か
し
こ
い
」
生
き

方
で
あ
る
と
思
う
。

「
鬼
は
外
、
福
は
内
」

1月4日、香りの丘「茶ピア」で
袋井市茶手揉

ても み

保存会の皆さんが新
年初手もみ会を行いました。ホイ
ロ台と呼ばれる台の上に茶葉を広
げ、台の下から熱を加えながら、徐々
に水分を蒸発させていきます。一葉
一葉に気を配りながら、約4時間掛
けて丁寧にもみ上げていました。

交通事故件数

交通事故死者数

交通事故負傷者数

火災件数

救急出動件数

82件 （－7件）

1人 （±0人）

110人 （－3人）

2件 （－8件）

227件 （＋1件）

12月1日～31日

カッコ内は前年同月比較


